
(57)【要約】

【課題】簡易な操作によってスライダの相対移動を規制

することができる内視鏡用処置具を提供すること。

【解決手段】細長のシース２の先端に配された一対の鉗

子片（処置部）３Ａ，３Ｂを操作する操作部６を備え、

操作部６が、直線状に延びるレール部材７，８が基端側

に設けられた操作部本体１０と、レール部材７，８と隙

間を介して嵌合される第一レール挿通孔１１ａ及び第二

レール挿通孔１１ｂが設けられたスライダ１１と、レー

ル部材７，８を曲げてレール部材７，８を第一レール挿

通孔１１ａ及び第二レール挿通孔１１ｂに押圧させるス

ライダ固定部１２とを備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操 作 部 を 備 え 、
　 該 操 作 部 が 、
　 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 挿 通 さ れ る レ ー ル 挿 通 孔 を 有 し 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 摺 動 自 在 に 配 さ れ
た ス ラ イ ダ と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 を 変 形 し て 前 記 レ ー ル 部 材 を 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 に 押 圧 す る こ と に よ り 、
前 記 レ ー ル 部 材 に 対 す る 前 記 ス ラ イ ダ の 摺 動 を 規 制 す る ス ラ イ ダ 固 定 部 と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 平 行 状 態 の ま ま 挿 入 可 能 な 長 軸 を 有 す る 凹 部 又 は 長 孔 が 、 前 記 ス ラ イ
ダ 固 定 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 が 、 前 記 凹 部 又 は 長 孔 に 対 し て 回 転 自 在 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、
　 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 が 平 行 状 態 の ま ま 挿 入 可 能 な 短 軸 、 か つ 、 前 記
レ ー ル 部 材 が 平 行 状 態 の と き の 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 間 の 距 離 を 越 え る 長 さ の 長 軸 を 有 し
て 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 側 か ら 前 記 レ ー ル 部 材 間 に 挿 通 さ れ る 扁 平 断 面 の 軸 部 材 を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 対 に な っ て 配 さ れ 、
　 基 端 に 向 か っ て 互 い の 外 側 の 幅 が 漸 次 狭 め ら れ た 係 合 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 側 に
設 け ら れ 、
　 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 に 、 前 記 係 合 部 と 嵌 合 す る 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 が 、 前 記 係 合 部 の 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操 作 部 を 備 え 、
　 該 操 作 部 が 、
　 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 に 沿 っ て 移 動 す る ス ラ イ ダ と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 と 前 記 ス ラ イ ダ と の 摩 擦 力 を 高 め る 抵 抗 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 表 面 に
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操 作 部 を 備 え 、
　 該 操 作 部 が 、
　 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 挿 通 す る レ ー ル 挿 通 孔 が 、 周 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 長 さ に 設 け ら れ た ス
ラ イ ダ と 、
　 を 備 え 、
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　 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 に 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 嵌 合 す る 嵌 合 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、
　 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 が 、 前 記 ス ラ イ ダ の 同 一 円 周 上 に 設 け ら れ て 、 周 端 部 に 前 記 嵌 合 部 が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 と と も に 使 用 す る 、 例 え ば 、 鉗 子 の よ う な 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 手 元 側 の 操 作 部 の
ス ラ イ ダ を 進 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 操 作 ワ イ ヤ を シ ー ス に 対 し て 進 退 さ せ 、 先 端 に 配 さ
れ た 鉗 子 片 を 開 閉 操 作 す る よ う に な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 し か し 、
こ の よ う な 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 す る 際 、 ス ラ イ ダ を
積 極 的 に 操 作 し な く て も ス ラ イ ダ が 勝 手 に 進 退 し て し ま い 、 先 端 の 鉗 子 片 が 挿 入 途 中 で 開
閉 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 ス ラ イ ダ が 勝 手 に 移 動 し な い よ う に 操 作 部 本 体 に 対
し て 固 定 す る た め の 機 構 が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 処 置 具 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ９ ９ ， ６ ３ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ２ ６ ６ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る よ う な 固 定 機 構 は 複 雑
で あ り 、 操 作 も 容 易 で は な い 。
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 簡 易 な 操 作 に よ っ て ス ラ イ ダ の 相 対 移
動 を 規 制 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操
作 部 を 備 え 、 該 操 作 部 が 、 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と
、 前 記 レ ー ル 部 材 が 挿 通 さ れ る レ ー ル 挿 通 孔 を 有 し 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 摺 動 自 在 に 配 さ れ
た ス ラ イ ダ と 、 前 記 レ ー ル 部 材 を 変 形 し て 前 記 レ ー ル 部 材 を 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 に 押 圧 す る
こ と に よ り 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 対 す る 前 記 ス ラ イ ダ の 摺 動 を 規 制 す る ス ラ イ ダ 固 定 部 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を 備 え て い る の で 、 レ ー ル 部 材 を 変 形 し て レ ー ル 部 材 を レ
ー ル 挿 通 孔 に 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 レ ー ル 部 材 と レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ
せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ス ラ イ ダ に 外 力 が 加 え ら れ な い 限 り 、 ス ラ イ ダ を 操 作 部 本 体
に 固 定 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 レ ー ル 部 材 の 変 形 を 復 元 し て 、 再 び ス ラ イ ダ を 操 作 部
本 体 に 対 し て 進 退 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 レ ー ル 部 材
が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、 前 記 レ ー ル 部 材 が 平 行 状 態 の ま ま 挿 入 可 能 な 長
軸 を 有 す る 凹 部 又 は 長 孔 が 、 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を 操 作 部 本 体 に 対 し て 回 転 し て 、 長 孔 の 短 軸 方 向 を レ ー ル
部 材 が 接 近 又 は 離 間 す る 方 向 に す る こ と に よ っ て 、 長 孔 に よ っ て レ ー ル 部 材 を 互 い に 接 近
さ せ る 方 向 に 押 圧 し て 曲 げ る こ と が で き 、 レ ー ル 部 材 と レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発
生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 ス ラ イ ダ 固
定 部 が 、 前 記 凹 部 又 は 長 孔 に 対 し て 回 転 自 在 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を 凹 部 又 は 長 孔 に 対 し て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 レ ー ル
部 材 を 曲 げ る こ と が で き 、 レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 ス ラ イ ダ 固
定 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を レ ー ル 部 材 に 対 し て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 レ ー ル 部
材 を 曲 げ る こ と が で き 、 レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 レ ー ル 部 材
が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 が 平 行
状 態 の ま ま 挿 入 可 能 な 短 軸 、 か つ 、 前 記 レ ー ル 部 材 が 平 行 状 態 の と き の 前 記 レ ー ル 部 材 の
基 端 間 の 距 離 を 越 え る 長 さ の 長 軸 を 有 し て 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 基 端 側 か ら 前 記 レ ー ル 部 材
間 に 挿 通 さ れ る 扁 平 断 面 の 軸 部 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 軸 部 材 の 短 軸 方 向 が レ ー ル 部 材 が 接 近 又 は 離 間 す る 方 向 と 一 致 し た 状 態 か
ら ス ラ イ ダ 固 定 部 を レ ー ル 部 材 に 対 し て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 レ ー ル 部 材 を 曲 げ る こ
と が で き 、 レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 レ ー ル 部 材
が 対 に な っ て 配 さ れ 、 基 端 に 向 か っ て 互 い の 外 側 の 幅 が 漸 次 狭 め ら れ た 係 合 部 が 、 前 記 レ
ー ル 部 材 の 基 端 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ラ イ ダ 固 定 部 に 、 前 記 係 合 部 と 嵌 合 す る 貫 通 孔 が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 ス ラ イ ダ 固
定 部 が 、 前 記 係 合 部 の 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 の 貫 通 孔 に 係 合 部 を 挿 通 し た 状 態 で 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を 係
合 部 に 対 し て 進 退 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 レ ー ル 部 材 を 曲 げ る こ と が で き 、 レ ー ル 挿 通
孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操 作
部 を 備 え 、 該 操 作 部 が 、 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と 、
前 記 レ ー ル 部 材 に 沿 っ て 移 動 す る ス ラ イ ダ と 、 を 備 え 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 前 記 ス ラ イ ダ と
の 摩 擦 力 を 高 め る 抵 抗 部 が 、 前 記 レ ー ル 部 材 の 表 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ が 抵 抗 部 上 を 移 動 す る 際 に 、 ス ラ イ ダ と レ ー ル 部 材 と の 間 に 摩 擦
力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 細 長 の シ ー ス の 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 を 操 作 す る 操 作
部 を 備 え 、 該 操 作 部 が 、 直 線 状 に 延 び る レ ー ル 部 材 が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 と 、
前 記 レ ー ル 部 材 が 挿 通 す る レ ー ル 挿 通 孔 が 、 周 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 長 さ に 設 け ら れ た ス ラ
イ ダ と 、 を 備 え 、 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 に 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 嵌 合 す る 嵌 合 部 が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ を レ ー ル 部 材 に 対 し て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 レ ー ル 部 材 を 嵌
合 部 と 嵌 合 さ せ る こ と が で き 、 レ ー ル 挿 通 孔 と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
従 っ て 、 ス ラ イ ダ に 外 力 が 加 え ら れ な い 限 り 、 ス ラ イ ダ を 操 作 部 本 体 に 固 定 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 ス ラ イ ダ を 反 対 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 再 び ス ラ イ ダ を 操 作 部 本
体 に 対 し て 進 退 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 レ ー ル 部 材
が 、 対 に な っ て 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ 、 前 記 レ ー ル 挿 通 孔 が 、 前 記 ス ラ イ ダ の 同 一 円 周
上 に 設 け ら れ て 、 周 端 部 に 前 記 嵌 合 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 ス ラ イ ダ を 操 作 部 本 体 回 り に 回 転 し て レ ー ル 部 材 を レ ー ル 挿 通 孔 の 周 端 部
に 移 動 さ せ た と き に 、 嵌 合 部 に て レ ー ル 部 材 と レ ー ル 挿 通 孔 と を 嵌 合 さ せ る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 操 作 に よ っ て 操 作 部 本 体 に 対 す る ス ラ イ ダ の 移 動 を 規 制 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 細 長 の シ ー ス ２ と 、 シ ー ス
２ の 先 端 に 配 さ れ た 一 対 の 鉗 子 片 （ 処 置 部 ） ３ Ａ ， ３ Ｂ と 、 先 端 が 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３
Ｂ と 接 続 さ れ て 、 シ ー ス ２ 内 を 進 退 自 在 に 配 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ ５ と 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を シ ー
ス ２ に 対 し て 進 退 操 作 さ せ る 操 作 部 ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 操 作 部 ６ は 、 そ れ ぞ れ 所 定 の 板 厚 を 有 し て 対 に な り 、 互 い が 略 平 行 に 直 線 状 に 延 び る レ
ー ル 部 材 ７ ， ８ が 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 本 体 １ ０ と 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ に 摺 動 自 在 に
配 さ れ た ス ラ イ ダ １ １ と 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ を 曲 げ て 、 レ ー ル 部 材 ７ を 第 一 レ ー ル 挿 通 孔
１ １ ａ に 及 び レ ー ル 部 材 ８ を 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ｂ に 、 そ れ ぞ れ 押 圧 さ せ る ス ラ イ ダ 固
定 部 １ ２ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ は 、 互 い に 接 近 又 は 離 間 す る 方 向 に
弾 性 変 形 し て 曲 が る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 操 作 部 本 体 １ ０ に は 、 シ ー ス ２ の 基 端 が 先 端 に 接 続 さ れ て い る 。 操 作 部 本 体 １ ０ の 基 端
に は 、 指 掛 部 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
　 ス ラ イ ダ １ １ に は 、 ス ラ イ ダ 中 央 部 １ ５ を 間 に 挟 ん で 離 隔 さ れ 、 レ ー ル 部 材 ７ が 挿 通 さ
れ る 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 （ レ ー ル 挿 通 孔 ） １ １ ａ 、 及 び レ ー ル 部 材 ８ が 挿 通 さ れ る 第 二 レ ー
ル 挿 通 孔 （ レ ー ル 挿 通 孔 ） １ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ス ラ イ ダ １ １ の 基 端 に は 、 ス ラ イ ダ
固 定 部 １ ２ の 後 述 す る 溝 部 １ ２ Ａ と 係 合 す る 外 方 凸 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 内 視
鏡 用 処 置 具 が 高 周 波 処 置 具 の 場 合 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ダ 中 央 部 １ ５ に 、 操 作
ワ イ ヤ ５ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 図 示 し な い 高 周 波 電 源 と 接 続 さ れ る 電 極 端 子 １ ６ が 立 設
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ は 、 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 中 心 部 に は 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 平 行 状
態 で 所 定 の 隙 間 を 介 し て 挿 通 可 能 な 長 さ の 長 軸 を 有 す る 長 孔 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 長 孔
１ ８ の 短 軸 方 向 の 長 さ は 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ を 所 定 の 距 離 ま で 互 い に 接 近 さ せ る 方 向 に 曲
げ た と き の レ ー ル 部 材 ７ ， ８ の 外 側 の 幅 と 同 一 と な っ て い る 。 ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ の 内 面
に は 、 ス ラ イ ダ １ １ の 基 端 に 設 け ら れ た 外 方 凸 部 １ ７ と 回 転 自 在 に 係 合 さ れ た 溝 部 １ ２ Ａ
が 周 方 向 に 設 け ら れ て い る 。 ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ は 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 接 近 又 は 離 間 す
る 方 向 （ 図 １ に 方 向 Ｔ と し て 示 す 。 ） が 長 孔 １ ８ の 長 軸 方 向 に な る よ う に し て 操 作 部 本 体
１ ０ に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ス ラ イ ダ １ １ を 操 作 部 本 体 １ ０ の 基 端 側 に 移 動 し て 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を 操 作 部 本 体
１ ０ の 基 端 側 に 移 動 さ せ 、 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 閉 じ た 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 続 い て 、 図 ２ に 示 す 状 態 か ら 図 ３ に 示 す 状 態 ま で 、 即 ち 、 長 孔 １ ８ の 長 軸 方 向 が 、 レ ー
ル 部 材 ７ ， ８ が 接 近 又 は 離 間 す る 方 向 と 一 致 す る 方 向 か ら 、 こ れ に 直 交 す る 方 向 と 一 致 す
る ま で 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を 回 転 中 心 と し て ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ を ス ラ イ ダ １ １ に 対 し て 回 転
す る 。 こ の 際 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 長 孔 １ ８ の 内 面 に よ っ て 長 孔 １ ８ の 径 方 向 内 方 に 押 圧
さ れ 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 曲 げ ら れ る 。 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ７ ，
８ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ａ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ｂ の 内 面 に 当 接 し て 壁
面 を 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 ス ラ イ ダ １ １ と 操 作 部 本 体 １ ０ と の 間 に 摩 擦 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 状 態 で 、 図 示 し な い 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３ Ｂ 側 か ら 内 視 鏡
用 処 置 具 １ を 挿 入 す る 。 こ の 際 、 ス ラ イ ダ １ １ が 操 作 部 本 体 １ ０ に 固 定 さ れ た 状 態 と な る
の で 、 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 閉 じ た 状 態 の ま ま チ ャ ン ネ ル 内 を 移 動 し て 、 開 口 端 か
ら 突 出 さ れ る 。 高 周 波 処 置 具 の 場 合 に は 、 ス ラ イ ダ １ １ の 電 極 端 子 １ ６ に 高 周 波 電 源 と 接
続 さ れ た 図 示 し な い 接 続 コ ー ド を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 所 定 の 処 置 を 行 う 際 に は 、 長 孔 １ ８ の 長 軸 方 向 が 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 接 近 又 は 離 間 す
る 方 向 と 一 致 す る 方 向 に な る ま で 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ を ス ラ イ ダ １ １ に 対 し て 再 び 回 転
す る 。 こ の と き 、 長 孔 １ ８ か ら の レ ー ル 部 材 ７ ， ８ へ の 押 圧 力 が 次 第 に 弱 く な り 、 レ ー ル
部 材 ７ ， ８ が 互 い に 離 間 す る 方 向 に 移 動 し て 曲 げ が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ａ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通
孔 １ １ ｂ の 内 面 か ら 離 間 し て 、 ス ラ イ ダ １ １ と 操 作 部 本 体 １ ０ と の 間 の 摩 擦 力 が 消 滅 す る
。 こ う し て 、 ス ラ イ ダ １ １ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 進 退 さ せ て 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３ Ｂ
を 開 閉 操 作 し て 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ に よ れ ば 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ を 曲 げ て レ ー ル 部 材 ７ を 第 一 レ ー ル
挿 通 孔 １ １ ａ に 、 及 び レ ー ル 部 材 ８ を 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ｂ に そ れ ぞ れ 押 圧 す る こ と に
よ っ て 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ と 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ａ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 １ １ ｂ と の 間
に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ス ラ イ ダ １ １ に こ の 摩 擦 力 以 上 の 大 き さ の
外 力 が 加 え ら れ な い 限 り 、 ス ラ イ ダ １ １ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 固 定 さ せ て お く こ と が で き る
。 ま た 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ の 曲 げ が 元 の 状 態 に 戻 る こ と に よ っ て 、 再 び ス ラ イ ダ １ １ を 操
作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 進 退 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 簡 易 な 操 作 に よ っ て ス ラ イ
ダ １ １ の 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 す る 相 対 移 動 を 規 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 際 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 １ ２ を ス ラ イ ダ １ １ に 対 し て 回 転 し て 、 長 孔 １ ８ の 短 軸 方 向 を
レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 接 近 又 は 離 間 す る 方 向 に 一 致 さ せ る こ と に よ っ て 、 長 孔 １ ８ に よ っ て
レ ー ル 部 材 ７ ， ８ を 互 い に 接 近 さ せ る 方 向 に 押 圧 し て 曲 げ る こ と が で き 、 レ ー ル 部 材 ７ ，
８ と ス ラ イ ダ １ １ と の 間 に 摩 擦 力 を 容 易 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ４ か ら 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 （ 内 視 鏡 用 処
置 具 ） ２ ０ の ス ラ イ ダ 固 定 部 ２ １ が 、 ス ラ イ ダ ２ ２ か ら 離 間 し て 配 さ れ て い る と し た 点 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 即 ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ２ １ は 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 指 掛 部 １ ３ と の 間 に
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配 さ れ て い る 。 ス ラ イ ダ ２ ２ は 、 電 極 端 子 １ ６ が 設 け ら れ て い な い 以 外 は 、 第 １ の 実 施 形
態 に 係 る ス ラ イ ダ １ １ と 同 一 の 構 成 要 素 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 鉗 子 ２ ０ に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ２ １ を 図 ５ に 示 す 状 態 か ら 、 図 ６ に 示 す 状 態 に
回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 に よ り 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ と ス ラ
イ ダ ２ ２ の 長 孔 １ ８ と の 間 に 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ７ か ら 図 ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ３ の 実 施 形 態 と 第 ２ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ３ ０ の ス ラ イ
ダ 固 定 部 ３ １ が 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ の 基 端 に 回 転 自 在 に 配 さ れ て い る と し た 点 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ の 基 端 に は 、 指 掛 部 １ ３ の 代 わ り に 、 径 方 向
外 方 に 突 出 し て 配 さ れ た 鍔 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
　 ス ラ イ ダ 固 定 部 ３ １ は 、 略 円 柱 状 に 形 成 さ れ た 柱 状 部 ３ ６ と 、 柱 状 部 ３ ６ の 基 端 面 ３ ６
ａ か ら 突 出 し た 指 掛 部 ３ ７ と を 備 え て い る 。 柱 状 部 ３ ６ の 先 端 面 ３ ６ ｂ に は 、 レ ー ル 部 材
３ ２ ， ３ ３ の 基 端 が 挿 入 さ れ る 有 底 の 凹 部 ３ ６ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 柱 状 部 ３ ６ の 中 心 軸 線 に 直 交 す る 面 に お け る 凹 部 ３ ６ Ａ の 断 面 は 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３
３ が 平 行 状 態 の と き に 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 所 定 の 隙 間 を 介 し て 挿 入 可 能 な 大 き さ の
長 軸 を 有 す る 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ３ ６ Ａ の 断 面 に お け る 短 軸 の 長 さ は 、 レ ー
ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ を 曲 げ て 互 い に 所 定 の 距 離 ま で 接 近 さ せ た と き の レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３
の 外 側 の 幅 と 同 一 と な っ て い る 。 凹 部 ３ ６ Ａ の 開 口 端 に は 、 鍔 部 ３ ５ と 回 転 自 在 に 係 合 す
る 内 方 凸 部 ３ ８ が 径 方 向 内 方 に 突 設 さ れ て い る 。 な お 、 凹 部 の 開 口 端 に お け る 内 方 凸 部 の
み の 内 面 形 状 が 、 上 述 し た 扁 平 形 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 操 作 部 本 体 ３ ９ に 対 し て ス ラ イ ダ ２ ２ を 所 定 の 位 置 ま
で 移 動 し て お く 。 そ し て 、 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 す る 際 、 図 ８ に 示 す 状 態 か ら 図
９ に 示 す 状 態 ま で 、 即 ち 、 凹 部 ３ ６ Ａ の 断 面 長 軸 方 向 が 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 接 近 又
は 離 間 す る 方 向 か ら こ れ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一 致 す る ま で 、 ス ラ イ ダ 中 央 部 １ ５ を 中
心 と し て ス ラ イ ダ 固 定 部 ３ １ を 操 作 部 本 体 ３ ９ に 対 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 際 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 内 方 凸 部 ３ ８ に よ っ て 凹 部 ３ ６ Ａ の 径 方 向 内 方 に 押 圧
さ れ 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 曲 げ ら れ る 。 そ の た め 、 第 １ の 実 施
形 態 と 同 様 に 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー
ル 挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 に 当 接 し て 壁 面 を 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体
３ ９ と の 間 に 摩 擦 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 所 定 の 処 置 を 行 う 際 に は 、 凹 部 ３ ６ Ａ の 断 面 長 軸 方 向 が 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 接 近
又 は 離 間 す る 方 向 に 一 致 す る ま で ス ラ イ ダ 固 定 部 ３ １ を 操 作 部 本 体 ３ ９ に 対 し て 回 転 す る
。 こ の と き 、 内 方 凸 部 ３ ８ か ら レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ へ の 押 圧 力 が 弱 ま る の で 、 レ ー ル 部
材 ３ ２ ， ３ ３ が 互 い に 離 間 す る 方 向 に 移 動 し て 曲 げ が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ， ３ ３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー ル
挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 か ら 離 間 し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体 ３ ９ と の 間 の 摩 擦 力 が 消 滅
す る 。 こ う し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を 操 作 部 本 体 ３ ９ に 対 し て 進 退 さ せ て 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ，
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３ Ｂ を 開 閉 操 作 し て 患 部 を 把 持 し 、 所 定 の 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 鉗 子 ３ ０ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る
こ と が で き る 。 こ の 際 、 指 掛 部 ３ ７ を 把 持 し て 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 レ ー ル 部 材 ３ ２ ，
３ ３ を 容 易 に 曲 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ０ か ら 図 １ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ４ の 実 施 形 態 と 第 ３ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ４ ０ の ス ラ イ
ダ 固 定 部 ４ １ が 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 平 行 状 態 の と き に お け る 基 端 間 の 距 離 以 下 の 長
さ の 短 軸 、 か つ 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 平 行 状 態 の と き に お け る 基 端 間 の 距 離 を 越 え る
長 さ の 長 軸 を 有 し て 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ の 基 端 側 か ら レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ 間 に 挿 通
さ れ る 扁 平 断 面 の 軸 部 材 ４ ５ を 備 え て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 軸 部 材 ４ ５ の 先 端 に は 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ か ら の 抜 け 止 め 部 ４ ６ が 設 け ら れ 、 軸 部
材 ４ ５ の 基 端 に は 、 軸 部 材 ４ ５ と 同 様 に 断 面 が 扁 平 な リ ン グ 部 材 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。
　 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ の 基 端 に は 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 突 出
し た 顎 部 ４ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の 顎 部 ４ ８ は 、 軸 部 材 ４ ５ の 先 端 に 設 け ら れ
た 抜 け 止 め 部 ４ ６ と 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ４ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 操 作 部 本 体 ４ ９ に 対 し て ス ラ イ ダ ２ ２ を 所 定 の 位 置 ま
で 移 動 し て お く 。 そ し て 、 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 す る 際 、 図 １ １ に 示 す 状 態 か ら
図 １ ２ に 示 す 状 態 ま で 、 即 ち 、 軸 部 材 ４ ５ の 断 面 長 軸 方 向 が 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 接
近 又 は 離 間 す る 方 向 と 一 致 す る ま で 、 軸 部 材 ４ ５ を 回 転 中 心 と し て ス ラ イ ダ 固 定 部 ４ １ を
操 作 部 本 体 ４ ９ に 対 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 際 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ の 顎 部 ４ ８ が 軸 部 材 ４ ５ に よ っ て 径 方 向 外 方 に 押 圧 さ れ
、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 互 い に 離 間 す る 方 向 に 曲 げ ら れ る 。 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ４ ２
， ４ ３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 に 径 方 向
内 側 か ら 当 接 し て 壁 面 を 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体 ４ ９ と の 間 に 摩
擦 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 所 定 の 処 置 を 行 う 際 に は 、 軸 部 材 ４ ５ の 断 面 長 軸 方 向 が 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 接 近
又 は 離 間 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一 致 す る ま で 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ４ １ を 回 転 す る
。 こ の と き 、 軸 部 材 ４ ５ か ら の レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ へ の 押 圧 力 が 弱 め ら れ 、 レ ー ル 部 材
４ ２ ， ４ ３ が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 移 動 し て 曲 げ が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ４ ２ ， ４ ３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー ル
挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 か ら 離 間 し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体 ４ ９ と の 間 の 摩 擦 力 が 消 滅
す る 。 こ う し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を 操 作 部 本 体 ４ ９ に 対 し て 進 退 さ せ て 図 示 し な い 一 対 の 鉗
子 片 を 開 閉 操 作 し て 患 部 を 把 持 し 、 所 定 の 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 鉗 子 ４ ０ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る
こ と が で き る 。 こ の 際 、 リ ン グ 部 材 ４ ７ を 把 持 し て 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 レ ー ル 部 材 ４
２ ， ４ ３ を 容 易 に 曲 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 第 ５ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
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す る 。
　 第 ５ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 ５
０ の 操 作 部 本 体 ５ １ の レ ー ル 部 材 ５ ２ ， ５ ３ の 表 面 に 、 レ ー ル 部 材 ５ ２ ， ５ ３ と 図 示 し な
い ス ラ イ ダ と の 摩 擦 力 を 高 め る た め の 凹 凸 状 の 抵 抗 部 ５ ５ が 設 け ら れ て い る と し た 点 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 ５ ０ に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ が 操 作 部 本 体 ５ １ に 対 し て 相 対 移 動 す る 際
、 抵 抗 部 ５ ５ 上 を 移 動 す る と き の 摩 擦 力 が 他 の 場 所 を 移 動 す る 場 合 よ り も 大 き く な る の で
、 抵 抗 部 ５ ５ の 摩 擦 係 数 を 調 整 す る こ と に よ り 、 ス ラ イ ダ が 勝 手 に 移 動 し て し ま う の を 好
適 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 第 ６ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ６ の 実 施 形 態 と 第 ２ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ６ ０ の 操 作 部
本 体 ６ １ に お け る レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ の 基 端 側 に 、 基 端 に 向 か っ て 互 い の 外 側 の 幅 が 漸
次 狭 め ら れ た 係 合 部 ６ ５ が 設 け ら れ 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ が 、 係 合 部 ６ ５ と 嵌 合 さ れ る と
し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ に は 、 レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ が 挿 通 さ れ 、 係 合 部 ６ ５ と 所 定 の 範 囲
Ｌ 内 で 嵌 合 す る た め の 貫 通 孔 ６ ７ が 設 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 ６ ７ の 内 径 は 、 レ ー ル 部 材 ６
２ ， ６ ３ が 曲 が っ て い な い と き に お け る 、 係 合 部 ６ ５ の 所 定 の 範 囲 Ｌ に お け る レ ー ル 部 材
６ ２ ， ６ ３ の 外 側 の 幅 と 同 一 と な る よ う に 漸 次 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち
、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ は 、 操 作 部 本 体 ６ １ に 挿 通 さ れ た 際 、 所 定 の 範 囲 Ｌ よ り も 基 端 側 の
レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ に 対 し て は 進 退 自 在 と さ れ 、 所 定 の 範 囲 Ｌ に て 係 合 部 ６ ５ と 嵌 合 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ６ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 操 作 部 本 体 ６ １ に 対 し て ス ラ イ ダ ２ ２ を 所 定 の 位 置 ま
で 移 動 し て お く 。 そ し て 、 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 す る 際 、 図 １ ４ に 示 す 状 態 か ら
図 １ ５ に 示 す 状 態 ま で 、 即 ち 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ を 係 合 部 ６ ５ の 所 定 の 範 囲 Ｌ を 超 え る
位 置 ま で 先 端 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 際 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ が 所 定 の 範 囲 Ｌ を 超 え た 時 点 で 、 レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ の
係 合 部 ６ ５ が ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ の 貫 通 孔 ６ ７ に よ っ て 徐 々 に 径 方 向 内 方 に 押 圧 さ れ 、 レ
ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 曲 げ ら れ る 。 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６
３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 に 径 方 向 外 側
か ら 当 接 し て 壁 面 を 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体 ６ １ と の 間 に 摩 擦 力
が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 所 定 の 処 置 を 行 う 際 に は 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ を 係 合 部 ６ ５ の 所 定 の 範 囲 Ｌ よ り も 操 作
部 本 体 ６ １ の 基 端 側 に 移 動 す る 。 こ の と き 、 貫 通 孔 ６ ７ か ら レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ へ の 押
圧 力 が 弱 め ら れ 、 レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ が 離 間 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 ６ ２ ， ６ ３ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 第 二 レ ー ル
挿 通 孔 ２ ２ ｂ の 内 面 か ら 離 間 し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ と 操 作 部 本 体 ６ １ と の 間 の 摩 擦 力 が 消 滅
す る 。 こ う し て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を 操 作 部 本 体 ６ １ に 対 し て 進 退 さ せ て 図 示 し な い 一 対 の 鉗
子 片 を 開 閉 操 作 し て 患 部 を 把 持 し 、 所 定 の 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 鉗 子 ６ ０ に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 ６ ６ を 係 合 部 ６ ５ 上 で 進 退 移 動 さ せ る こ と に よ

10

20

30

40

50

(9) JP 2008-6209 A 2008.1.17



っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 第 ７ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ６ か ら 図 １ ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ７ の 実 施 形 態 と 第 ２ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ７ ０ の 操 作 部
７ １ の ス ラ イ ダ ７ ２ に お け る 、 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ が 、 ス ラ
イ ダ ７ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 長 さ に 設 け ら れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ は 、 ス ラ イ ダ 中 央 部 １ ５ を 挟 ん で 同 一
円 周 上 の 対 称 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ の
周 端 部 に は 、 径 方 向 の 幅 が レ ー ル 部 材 ７ ， ８ の 径 方 向 の 板 厚 と 略 同 一 の 大 き さ と さ れ て レ
ー ル 部 材 ７ ， ８ の そ れ ぞ れ と 嵌 合 す る 嵌 合 部 ７ ６ が 設 け ら れ て い る 。 嵌 合 部 ７ ６ を 除 く 第
一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ の 径 方 向 の 幅 は 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ の 径 方
向 の 厚 さ よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 ７ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ が 、 そ れ ぞ れ ス ラ イ ダ ７ ２ の 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第 二 レ
ー ル 挿 通 孔 ７ ５ の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に ス ラ イ ダ ７ ２ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 回 転
し て 、 ス ラ イ ダ ７ ２ が 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 移 動 可 能 な 状 態 と し て お く 。 そ し て 、 第 １
の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て ス ラ イ ダ ７ ２ を 所 定 の 位 置 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 す る 際 、 図 １ ７ に 示 す 状 態 か ら 図 １ ８ に 示 す 状 態 ま で 、
ス ラ イ ダ ７ ２ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 回 転 し て 、 レ ー ル 部 材 ７ ， ８ と 嵌 合 部 ７ ６ と を 嵌
合 さ せ る 。 こ の 際 、 ス ラ イ ダ ７ ２ と 操 作 部 本 体 １ ０ と の 間 に 摩 擦 力 が 発 生 し て 、 ス ラ イ ダ
７ ２ が 操 作 部 本 体 １ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 所 定 の 処 置 を 行 う 際 に は 、 ス ラ イ ダ ７ ２ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 回 転 し て 、 嵌 合 部 ７
６ に お け る レ ー ル 部 材 ７ ， ８ と の 嵌 合 状 態 を 解 除 す る 。 こ の と き 、 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３
及 び 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ と レ ー ル 部 材 ７ ， ８ と の 摩 擦 力 が 消 滅 す る 。 こ う し て 、 ス ラ イ
ダ ７ ２ を 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 進 退 さ せ て 図 示 し な い 一 対 の 鉗 子 片 を 開 閉 操 作 し て 患 部
を 把 持 し 、 所 定 の 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 鉗 子 ７ ０ に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ 固 定 部 を 設 け な く て も 、 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ３ 及 び 第
二 レ ー ル 挿 通 孔 ７ ５ の 形 状 に よ っ て 、 操 作 部 本 体 １ ０ と の 間 の 摩 擦 力 を 高 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 一 対 の 鉗 子 片 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 開 閉 操 作 す る も の に 限 ら ず 、 図
１ ９ に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 に 処 置 部 と し て ル ー プ ワ イ ヤ ８ ０ が 接 続 さ れ た 、
高 周 波 ス ネ ア （ 内 視 鏡 用 処 置 具 ） ８ １ で あ っ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お い て ス ラ イ ダ 固 定 部 を 回 転 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お い て ス ラ イ ダ 固 定 部 を 回 転 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お い て ス ラ イ ダ 固 定 部 を 回 転 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に お い て ス ラ イ ダ 固 定 部 を 回 転 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に お い て ス ラ イ ダ 固 定 部 を 移 動 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 鉗 子 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の Ｅ － Ｅ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に お い て ス ラ イ ダ を 回 転 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 形 例 と し て の 高 周 波 ス ネ ア
を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
１ ， ５ ０ 　 内 視 鏡 用 処 置 具
２ 　 シ ー ス
３ Ａ ， ３ Ｂ 　 鉗 子 片 （ 処 置 部 ）
６ ， ７ １ 　 操 作 部
７ ， ８ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ４ ２ ， ４ ３ ， ５ ２ ， ５ ３ ， ６ ２ ， ６ ３ 　 レ ー ル 部 材
１ ０ ， ３ ９ ， ６ １ 　 操 作 部 本 体
１ １ ， ２ ２ ， ７ ２ 　 ス ラ イ ダ
１ １ ａ ， ２ ２ ａ ， ７ ３ 　 第 一 レ ー ル 挿 通 孔 （ レ ー ル 挿 通 孔 ）
１ １ ｂ ， ２ ２ ｂ ， ７ ５ 　 第 二 レ ー ル 挿 通 孔 （ レ ー ル 挿 通 孔 ）
１ ２ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ６ ６ 　 ス ラ イ ダ 固 定 部
１ ８ 　 長 孔
２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ 　 鉗 子 （ 内 視 鏡 用 処 置 具 ）
３ ６ Ａ 　 凹 部
４ ５ 　 軸 部 材
５ ５ 　 抵 抗 部
６ ５ 　 係 合 部
６ ７ 　 貫 通 孔
７ ６ 　 嵌 合 部
８ ０ 　 ル ー プ ワ イ ヤ （ 処 置 部 ）
８ １ 　 高 周 波 ス ネ ア （ 内 視 鏡 用 処 置 具 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够通过简单的操作来限制滑块的相对移动的内
窥镜治疗工具。 解决方案：提供了一个操作部分6，用于操作布置在细
长护套2远端的一对钳子片（治疗部分）3A，3B，并且该操作部分6基于
线性延伸的导轨部件7,8。 设置在端部侧的操作部主体10，在滑动件11
上设置有第一轨道插入孔11a和第二轨道插入孔11b，第一轨道插入孔
11a和第二轨道插入孔11b以一定间隙安装在轨道构件7、8上。 滑块固定
部12用于使轨道构件8弯曲以将轨道构件7和8压靠在第一轨道插入孔11a
和第二轨道插入孔11b上。 [选型图]图1
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